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(57)【要約】
【課題】　　撮影モードや撮影設定等の撮影条件に応じ
て、必要な輝度を的確に確保できる携帯端末、フラッシ
ュライト制御方法およびフラッシュライト制御プログラ
ムを提供する。
【解決手段】　本発明に係る携帯端末は、カメラ機能付
き携帯端末であって、カメラと、フラッシュライトと、
カメラの撮影条件ごとにフラッシュライトの電流値が登
録されているメモリと、カメラに設定された撮影条件に
対応する電流値をメモリから検索し、該検索した電流値
でフラッシュライトを点灯させる制御部と、を備える。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
カメラ機能付き携帯端末であって、
カメラと、
フラッシュライトと、
前記カメラの撮影条件ごとに前記フラッシュライトの電流値が登録されているメモリと、
前記カメラに設定された撮影条件に対応する電流値を前記メモリから検索し、該検索した
電流値で前記フラッシュライトを点灯させる制御部と、
を備える。
【請求項２】
前記メモリには前記撮影条件ごとに最大露光時間が登録され、
前記制御部は、前記カメラに設定された撮影条件に対応する最大露光時間を前記メモリか
ら検索し、該検索した最大露光時間以下の時間を露光時間として決定し、該決定した露光
時間の間、前記フラッシュライトを点灯させる、請求項１に記載のカメラ機能付き携帯端
末。
【請求項３】
前記フラッシュライトには、電流値ごとに最大点灯可能時間が設定され、
前記メモリの各撮影条件には、前記各撮影条件での最大露光時間よりも長い最大点灯可能
時間を有する電流値が登録される、請求項２に記載のカメラ機能付き携帯端末。
【請求項４】
カメラとフラッシュライトとメモリとを備えたカメラ機能付き携帯端末のフラッシュライ
ト制御方法であって、
前記メモリには前記カメラの撮影条件ごとに前記フラッシュライトの電流値が登録され、
前記カメラに設定された撮影条件に対応する電流値を前記メモリから検索し、
該検索した電流値で前記フラッシュライトを点灯させる。
【請求項５】
前記メモリには前記撮影条件ごとに最大露光時間が登録され、
前記カメラに設定された撮影条件に対応する最大露光時間を前記メモリから検索し、該検
索した最大露光時間以下の時間を露光時間に決定し、該決定した露光時間の間、前記フラ
ッシュライトを点灯させる、請求項４に記載のフラッシュライト制御方法。
【請求項６】
前記フラッシュライトには、電流値ごとに最大点灯可能時間が設定され、
前記メモリの各撮影条件には、前記各撮影条件での最大露光時間よりも長い最大点灯可能
時間を有する電流値が登録される、請求項５に記載のフラッシュライト制御方法。
【請求項７】
カメラとフラッシュライトとメモリとを備え、該メモリにはカメラの撮影条件ごとにフラ
ッシュライトの電流値が登録されている携帯端末に、前記カメラに設定された撮影条件に
対応する電流値を前記メモリから検索する手順と、該検索した電流値で前記フラッシュラ
イトを点灯させる手順とを、コンピュータに実行させるための制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カメラ機能付き携帯端末、フラッシュライト制御方法およびフラッシュライ
ト制御プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　写真を撮影する時にフラッシュライトを点灯させる、カメラ機能付き携帯端末がある。
例えば、特開２００３－２８９３６７号公報（特許文献１）には、フラッシュライトとし
てＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を発光させるカメラ機能付き携
帯電話機が開示されている。
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【０００３】
　また、特開２００５－２１５３２２（特許文献２）には、ＬＥＤを仮発光させて最適光
度を調査した後、調査した最適光度でＬＥＤを本発光させて写真を撮影する電子機器が開
示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－２８９３６７号公報
【特許文献２】特開２００５－２１５３２２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１のカメラ機能付き携帯電話機は、撮影モードや撮影設定等の撮影条件によっ
ては十分な輝度を確保できない場合がある。輝度を確保するために、ＬＥＤを高い電流値
で長時間点灯した場合、ＬＥＤが故障する可能性がある。
【０００６】
　また、特許文献２の電子機器は、仮発光させて最適光度を調査する必要があり、スポー
ツモードのような瞬時の撮影を行う場合には撮影に支障をきたす。
【０００７】
　本発明の目的は、上記課題を解決し、撮影モードや撮影設定等の撮影条件に応じて、必
要な輝度を的確に確保できる携帯端末、フラッシュライト制御方法およびフラッシュライ
ト制御プログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明のカメラ機能付き携帯端末は、カメラと、フラッシ
ュライトと、カメラの撮影条件ごとにフラッシュライトの電流値が登録されているメモリ
と、カメラに設定された撮影条件に対応する電流値をメモリから検索し、該検索した電流
値でフラッシュライトを点灯させる制御部と、を備える。
【０００９】
　また、本発明のフラッシュライト制御方法は、カメラとフラッシュライトとメモリとを
備えたカメラ機能付き携帯端末のフラッシュライト制御方法であって、メモリにはカメラ
の撮影条件ごとにフラッシュライトの電流値が登録され、カメラに設定された撮影条件に
対応する電流値をメモリから検索し、該検索した電流値でフラッシュライトを点灯させる
。
【００１０】
　また、本発明のフラッシュライト制御プログラムは、カメラとフラッシュライトとメモ
リとを備え、該メモリにはカメラの撮影条件ごとにフラッシュライトの電流値が登録され
ている携帯端末に、カメラに設定された撮影条件に対応する電流値をメモリから検索する
手順と、該検索した電流値でフラッシュライトを点灯させる手順とを、コンピュータに実
行させる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、撮影モードや撮影設定等の撮影条件に応じて、フラッシュライトの発
光時の電流値を変化させるので、必要な輝度を的確に確保した撮影を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明に係る携帯端末の一例である携帯電話機のカメラ機能の関連部位を示すブ
ロック構成図である。
【図２】本実施形態に係る携帯電話機の、撮影モードと最大露光時間との関係の一例を示
すテーブルである。
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【図３】本実施形態に係る携帯電話機の、フラッシュライトの発光時の電流値と最大点灯
可能時間との関係の一例を示すテーブルである。
【図４】本実施形態に係る携帯電話機における撮影モードとフラッシュライトの電流値と
の関係の一例、および、そのモードでの最大露光時間と最大点灯可能時間を示すテーブル
である。
【図５】本発明による携帯端末の一例である携帯電話機の撮影動作の一例を示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明による携帯端末、フラッシュライト制御方法およびフラッシュライト制御
プログラムの好適な実施形態について説明する。なお、以下の説明においては、本発明に
よる携帯端末、フラッシュライト制御方法について説明するが、かかるフラッシュライト
制御方法をコンピュータにより実行可能なフラッシュライト制御プログラムとして実施す
るようにしても良いし、あるいは、フラッシュライト制御プログラムをコンピュータによ
り読み取り可能な記録媒体に記録するようにしても良い。
【００１４】
　また、以下の説明においては、本発明に係る携帯端末として、携帯電話機を例にとって
説明するが、これに限定されず、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ－Ｐｈｏｎｅ　
Ｓｙｓｔｅｍ）端末、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ
ｓ）、携帯音楽プレーヤ、携帯ノートＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）等、
フラッシュライトを搭載しているカメラ機能付き携帯端末であれば、如何なる端末であっ
ても構わない。
【００１５】
　（本発明の特徴）
　本発明に係るカメラ機能付き携帯端末は、カメラとフラッシュライトとメモリとを備え
る。該メモリには、フラッシュライトの発光時の電流値が、撮影モードや撮影設定等の各
種撮影条件に対応付けられて複数登録されている。
【００１６】
　本発明に係るカメラ機能付き携帯端末は、撮影条件を変化させることにより、絞り値や
最大露光時間等が変化する。そして、メモリを参照することにより、設定された撮影条件
に応じた適切な電流値がフラッシュライトに設定され、撮影に必要な輝度が確保される。
【００１７】
　例えば、該カメラ機能付き携帯端末に、撮影条件として露光時間が短いスポーツモード
が設定されている場合、フラッシュライトの点灯時間はモードの露光時間に合わせて短く
なる。一方、該メモリを参照することにより、フラッシュライトの発光時の電流値は大き
くなる。従って、フラッシュライトの点灯時間が短くても十分な輝度を確保することがで
きる。
【００１８】
　一方、該カメラ機能付き携帯端末に、全体に焦点を合わせるためにレンズの絞り値を大
きくする設定をした場合、露光時間が長くなる。一方、該メモリを参照することにより、
フラッシュライトの発光時の電流値は小さくなる。従って、フラッシュライトが故障する
可能性が低い状態で、露光時間いっぱいまでフラッシュライトを点灯させることができ、
露光に必要な輝度を的確に確保することができる。
【００１９】
　（実施形態の構成例）
　次に、本発明に係る携帯端末の一例として、カメラ機能付き携帯電話機を例にとってそ
の概略構成を説明する。図１は、本実施形態に係る携帯電話機のカメラ機能に関するブロ
ック構成図の一例である。図１において、カメラ機能付き携帯電話機は、制御部１００、
カメラ１０１、フラッシュライト１０２、メモリ１０３を備える。
【００２０】
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　カメラ１０１は、被写体を撮影して制御部１００へ撮影データとして転送する。
【００２１】
　フラッシュライト１０２は、周囲が暗い撮影環境においても高解像度の撮影データが取
得できるよう、カメラ１０１での撮影時に発光する。本実施形態に係るフラッシュライト
１０２は、制御部１００からの制御に応じて、所定の電流値で所定時間（露光時間）の間
発光する。
【００２２】
　メモリ１０３には、フラッシュライトの発光時の電流値が、各種撮影条件に対応付けら
れて複数登録されている。本実施形態に係るメモリ１０３には、撮影モードと最大露光時
間とに関するテーブルと、フラッシュライトの発光時の電流値と最大点灯可能時間とに関
するテーブルと、撮影モードとフラッシュライトの発光時の電流値とに関するテーブルと
、が登録されている。各テーブルについては後述する。
【００２３】
　制御部１００は、カメラ１０１およびフラッシュライト１０２を制御する。制御部１０
０は、カメラ１０１が取得した撮影環境に関する情報から、撮影に必要な露光時間を決定
する。ここで、制御部１００は、露光時間として、後述する各撮影モードに設定されてい
る最大露光時間を越えない範囲の時間を決定する。さらに、制御部１００は、メモリ１０
３を参照することにより、設定されている撮影条件に応じてフラッシュライト１０２の発
光時の電流値を決定する。そして、制御部１００は、フラッシュライト１０２を決定した
露光時間の間決定した電流値で発光させるとともに、カメラ１０１に被写体を撮影させて
撮影データを取得する。
【００２４】
　次に、本実施形態に係るカメラ機能付き携帯電話機のメモリ１０３に登録されているテ
ーブルについて説明する。本実施形態に係るカメラ機能付き携帯電話機は、設定できる撮
影条件として、静止している人物を撮影する「人物モード」、動いている人を撮影する「
スポーツモード」、夜景を撮影する「ナイトモード」の３種類の撮影モードを設定するこ
とができる。
【００２５】
　図２は、メモリ１０３に登録されている、撮影モードと最大露光時間とに関するテーブ
ルの一例である。図２において、「スポーツモード」の最大露光時間には、被写体のブレ
を小さくするため、人物モードより短い４００ｍｓｅｃが設定されている。また、「ナイ
トモード」の最大露光時間には、撮影画像の照度を確保するため、人物モードより長い１
，５００ｍｓｅｃが設定されている。そして、本実施形態に係るカメラ機能付き携帯電話
機に「人物モード」が設定されている場合、制御部１００は、カメラ１０１から取得した
撮影環境に関する情報と、図２に示したテーブルとに基づき、最大７５０ｍｓｅｃまでの
露光時間を決定する。
【００２６】
　図３は、メモリ１０３に登録されている、フラッシュライト１０２の発光時の電流値と
最大点灯可能時間とに関するテーブルの一例である。フラッシュライト１０２は、デバイ
ス規格上、電流値に応じて最大点灯可能時間が変化する。本実施形態に係るフラッシュラ
イト１０２の場合、発光時の電流値に７００ｍＡが設定された場合、最大０．５秒間の発
光が可能である。また、発光時の電流値に６００ｍＡが設定された場合、最大１秒間、４
００ｍＡが設定された場合、最大２秒間の発光が可能である。フラッシュライト１０２を
各電流値で最大点灯可能時間を越えて発光させた場合、フラッシュライト１０２が故障す
る可能性が高くなる。
【００２７】
　ここで、発光時の電流値として７００ｍＡを設定した場合は、６００ｍＡに設定した場
合に比して、高い輝度を確保することが可能であるが、電流値が高い分、点灯時間は短く
なる。一方、発光時の電流値として４００ｍＡを設定した場合は、６００ｍＡに設定した
場合に比して、点灯時間を長く確保することが可能であるが、電流値が少ない分、輝度は
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低くなる。
【００２８】
　なお、図３に示すテーブルはフラッシュライト１０２を変更する場合に書き換えるもの
であるが、常に同じ規格のフラッシュライト１０２が用いられる場合には、図３に示すテ
ーブルを省略することもできる。
【００２９】
　図４は、メモリ１０３に登録されている、各撮影モードのときに設定されるフラッシュ
ライト１０２の発光時の電流値の一例を示すテーブルである。図４に示すテーブルを参照
することにより、制御部１００は、「スポーツモード」の場合は電流値を７００ｍＡに、
「人物モード」の場合は６００ｍＡに、「ナイトモード」の場合は４００ｍＡに、決定す
る。参考に、各モードでの最大露光時間と、決定した電流値の最大点灯可能時間を図４に
並記する。各モードの最大露光時間は、各モードで設定される電流値でのフラッシュライ
ト１０２の最大点灯可能時間より短い。従って、各モードで最大に露光させた場合でも、
フラッシュライト１０２が故障する可能性は低い。
【００３０】
　（実施形態の動作の説明）
　次に、本実施形態の携帯電話機の撮影動作の一例について図５を用いて説明する。以下
の説明でも、撮影条件として「人物モード」、「スポーツモード」、「ナイトモード」の
３つの撮影モードが設定できる場合について説明するが、この他の撮影モードや、絞り値
、手振れ補正などの各種撮影設定を行う場合についても同様に扱うことができる。
【００３１】
　図５において、カメラ付き携帯電話機のカメラ１０１による撮影が開始されると（ステ
ップＳ１）、制御部１００はカメラ１０１が取得した撮影環境に関する情報から、必要と
する露光時間を決定する（ステップＳ２）。さらに、撮影モードが「人物モード」、「ス
ポーツモード」、「ナイトモード」のいずれであるのか判別する（ステップＳ３）。
【００３２】
　撮影モードが「人物モード」である場合は（ステップＳ３の人物）、メモリ１０３に登
録されている、図４に示したテーブルに基づき、電流値を６００ｍＡに設定する（ステッ
プＳ４）。一方、ステップＳ３において、撮影モードが「スポーツモード」である場合は
（ステップＳ３のスポーツ）、電流値を７００ｍＡに（ステップＳ５）、「ナイトモード
」である場合は（ステップＳ３のナイト）、電流値を４００ｍＡに（ステップＳ６）、そ
れぞれ設定する。
【００３３】
　さらに、制御部１００はフラッシュライト１０２を、ステップＳ２で決定した露光時間
の間、ステップＳ４～Ｓ６でそれぞれ設定した電流値で発光させ、それと同期して、カメ
ラ１０１から撮影データを取得する（ステップＳ７）。
【００３４】
　（実施形態の効果の説明）
　以上に説明したように、本実施形態においては、予めメモリ１０３に登録された撮影モ
ードと発光時の電流値に関するテーブルを参照することにより、撮影モードに応じてフラ
ッシュライト１０２の発光時の電流値を変更するので、必要な輝度を的確に確保した撮影
を行うことができる。すなわち、露光時間が短い場合には高い輝度で短時間点灯させる、
或いは、露光時間が長い場合には低い輝度で長時間点灯させることにより、フラッシュラ
イト１０２が故障する可能性を高くすることなく、撮影に必要な輝度を的確に確保するこ
とができる。
【００３５】
　以上、実施形態を参照して本願発明を説明したが、本願発明は上記実施形態に限定され
るものではない。本願発明の構成や詳細には、本願発明のスコープ内で当業者が理解し得
る様々な変更をすることができる。
【００３６】
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　この出願は、２００９年２月９日に出願された日本出願特願２００９－０２７２８４を
基礎とする優先権を主張し、その開示の全てをここに取り込む。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明にかかる携帯端末は、携帯電話、ＰＨＳ、携帯音楽プレーヤ、携帯ノートＰＣ等
の、フラッシュライトを搭載したカメラ機能付き携帯端末に適用できる。
【符号の説明】
【００３８】
１００　　制御部
１０１　　カメラ
１０２　　フラッシュライト
１０３　　メモリ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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